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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

１団体名 楠民生委員・児童委員協議会 

２事業名 楠学区特殊詐欺被害撲滅事業 

３事業実施 
結果 

楠民生委員・児童委員協議会では 20 名の民生委員が、楠学区 5700 世帯

を対象に赤ちゃん訪問・おやこ広場・給食会・高齢者サロン・見守り訪問な

ど、乳児からお年寄りまでの幅広い支援活動の中で振り込め詐欺を始めとし

た特殊詐欺被害の撲滅を図るため、次のような運動を展開しました。 
 
＊ 民生委員主催の高齢者サロンの場を利用し、サロン参加の地域住民に 

加え、各自治会長、各種団体構成員を対象に北警察生活安全課の協力で、

寸劇を交えた講話を通し防犯意識の向上を図った。 

 
 
＊ ９月の敬老の日を中心に特殊詐欺・オレオレ詐欺のチラシで啓蒙をし、 

家庭内の話題作りを提供した。 
 
＊ 一人暮らし高齢者・高齢者のみ世帯約１８０世帯を、各自治会長と民生

委員とペアになり啓発品の配布を行い、その他の８０歳以上約４００ 

世帯には民生委員がティッシュ・チラシのポスティングを行った。 
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＊ 若年層への啓発は少しでも興味持ってもらえるよう、地元中学生による 
 マイク広報を青色パトロール時にテープで流し、学区地内で啓発活動を 

行った。 
 
＊ １１月には地元スーパー・１２月には地元金融機関、郵便局と連携を  

取り、のぼりの設置・啓発品の配布で特殊詐欺防止に努めた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 
高齢者サロンでの寸劇を交えた講話は、とても身近に感じて分かりやすく 

概ね好評であった。 
自治会長と民生委員がペアで高齢者を訪問したのは、特殊詐欺のみならず 

今後の災害時の高齢者支援のきっかけになり、地域の連携の大切さを感じ、

民生委員活動は高齢者との接点が多いので今後も地道に声掛けを行う必要

性を感じた。 
 地元スーパー・金融機関の連携協力は大変心強く、楠学区での被害減少に

一役買って頂けると確信しました。 
のぼりの設置は地域住民の目に留まるデザインと設置場所で、効果的に 

行えたのはよかった。 
 

（２）今後の取組み 
今回はのぼりの設置・啓発品の配布と地元住民の方の目に留まる機会が 

多く大変興味を持っていただけたと同時に、各自治会の全面協力で無事に 

終えられました。単年度に終わらず継続して行う意義も感じております。 
のぼりの設置・自治会との連携・関係各所の協力でこの運動を続けていき 

特殊詐欺対策のみならず、高齢者の支援活動・大規模災害時の連携に繋がる

ようにします。 
 


